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慈
光
寺
本

『承
久
記
』
に
お
け
る
後
鳥
羽
院
と
北
条
義
時

―
―

「国
王
ノ
兵
乱
」
を
め
ぐ

っ
て
　
―
―

０
こ
手と
も
譴ヽ
■
苺
ぷ
事
さ
手、く
さ
ゞ
ミ討
．

近
曽
、
帝
王
御
座
キ
。
御
名
ヲ
バ
鳥
羽
ノ
禅
定
法
王
ト
ゾ
申
ス
。
天
照
大

榊
四
十
六
世
ノ
御
末
、
神
武
天
皇
ヨ
リ
七
十
四
代
ノ
御
門
ナ
リ
。
堀
河
ノ
天

皇
ノ
第

一
ノ
皇
子
、
御
母
ハ
贈
皇
太
后
官
ト
テ
、
閑
院
ノ
太
政
大
臣
仁
義
三

世
孫
、
大
納
言
実
季
ノ
御
娘
、
康
和
五
年
正
月
十
六
日
二
御
誕
生
、
同
年
秋

八
月
十
七
日
、
皇
太
子
二
立
セ
給
。
嘉
承
二
年
七
月
十
九
日
、
堀
河
天
皇
カ

ク
レ
サ
セ
給
シ
カ
バ
、
則
五
歳
ニ
テ
践
碓
、
御
在
位
十
六
ヶ
年
ノ
間
、
海
内

シ
ズ
カ
ニ
ン
テ
天
下
ヲ
ダ
ヤ
カ
ナ
リ
キ
。
風
雨
時
ニ
シ
タ
ガ
ヒ
、
寒
暑
ヲ
リ

フ
ア
ヤ
マ
タ
ズ
。
御
歳
十

一
二
シ
テ
、
保
安
四
年
正
月
十
八
日
、
御
位
ヲ
ノ

ガ
レ
テ
、
第

一
ノ
親
王
二
譲
奉
ラ
セ
給
ヒ
ニ
ケ
リ
。
第

一
ノ
親
王
卜
申
ス
ハ
、

配
流
ノ
後
、
讃
岐
院
是
也
。
大
治
四
年
、
白
河
院
カ
ク
レ
サ
セ
給
テ
ヨ
リ
以

来
、
天
下
ノ
事
ヲ
知
食
ス
。
忠
ア
ル
者
ヲ
バ
賞
シ
給
。
聖
代
聖
皇
ノ
先
規
ニ

モ
タ
ガ
ハ
ズ
。
罪
ア
ル
者
ヲ
バ
宥
給
。
大
慈
大
悲
ノ
本
誓

ニ
モ
叶

ヘ
リ
。
サ

レ
バ
ニ
ヤ
、
恩
光
ニ
テ
ラ
サ
レ
、
徳
沢
ニ
ウ
ル
ヲ
ヒ
テ
、
国
富
ミ
、
民
安
カ

リ
キ
。

『保
元
物
語

（半
井
本
産

‐
の
冒
頭
で
あ
る
。
保
元
物
語
は
、
乱
を
天
皇
家

内
部
に
お
け
る
国
争
い
と
位
置
づ
け
る
。
物
語
は
、
そ
の
遠
因
を
作

っ
た
鳥
羽

の
帝
紀
で
始
ま
る
。
帝
紀
は
天
皇
の

「天
皇
」
位
に
関
わ
る

一
代
記
を
簡
略
に

安
藤
　
淑
江

（人
間
発
達
学
部
教
養
部
△こ

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
誕
生

。
父
帝

・
母
后

二
立
太
子

・
先
帝
崩
御

・
践
稚

・

即
位

・
退
位

。
崩
御
。
場
合
に
よ
っ
て
は
院
政
も
含
め
て
、
皇
統
と
王
権
に
関

連
す
る
諸
事
項
が
記
さ
れ
る
。
官
撰
史
書
に
始
ま
り
、
歴
史
物
語
に
も
受
け
継

が
れ
た
形
式
で
、
時
間
の
流
れ
に
天
皇
の
名
前
に
よ
っ
て
区
切
り
を
設
け
、
在

位
中
の
時
間

（あ
る
い
は
院
政
を
担
当
し
て
い
た
時
間
も
含
め
て
）
が
そ
の
天

皇
の
支
配
し
た
時
間
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
『保
元
物
語
』
は
、
物
語
の

冒
頭
、
そ
の
帝
紀
の
様
式
を
用
い
て
鳥
羽
を
描
き
出
す
。
鳥
羽
は
、帝
位
に
あ

っ

て
は
そ
の
存
在
自
体
が
日
本
の
豊
穣
を
保
証
す
る
呪
術
的
祭
祀
的
象
徴
と
し
て
、

ま
た
院
政
担
当
後
は
徳
治
主
義
に
基
づ
く
古
代
の
理
想
的
帝
王
と
し
て
、
賞
賛

を
込
め
て
枯
か
れ
る
。

多
く
の
物
語
が
、
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
、
事
件
を
主
導
す
る
人
物
を
紹
介
し

て
い
る
。
『竹
取
物
語
』
は
、
竹
の
中
の
か
ぐ
や
姫
を
見

つ
け
養
育
す
る
竹
取

翁
の
紹
介
か
ら
物
語
を
始
め
る
。
『源
氏
物
語
』
は
主
人
公
光
源
氏
の
社
会
的

位
置
づ
け
を
規
定
す
る
父

・
桐
壺
院
の
桐
壼
更
衣
へ
の
寵
愛
か
ら
物
語
を
始
め

る
。
『平
治
物
語
』
は
戦
乱
の
き

っ
か
け
と
な

っ
た
藤
原
信
頼
の
野
心
を
描
く
。

『平
家
物
語
』
の
冒
頭
で
は
、万
事
が
無
常
の
世
の
中
で
、
そ
の
あ
り
さ
ま
が

「
心

も
言
葉
も
及
ば
れ
」
な
か
っ
た
平
清
盛
の
名
が
示
さ
れ
る
。
『保
元
物
語
』
の
　
　
４３
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叙
述
の
中
小
は
崇
徳
と
後
白
河
の
国
争
い
で
あ
る
が
、
物
語
が
鳥
羽
の
帝
紀
か

ら
叙
述
を
始
め
る
の
は
、
位
を
巡

っ
て
対
立
す
る
二
人
の

「王
」
を
生
み
出
し

た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
二
人
の
父
鳥
羽
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

物
語
は
、
こ
の
鳥
羽
が
、
寵
姫
美
福
門
院
所
生
の
皇
子

（近
衛
）
を
帝
位
に

就
け
る
た
め
に
崇
徳
を
強
引
に
退
位
さ
せ
た
と
す
る
。

先
帝
コ
ト
ナ
ル
御
ツ
ヽ
ガ
モ
渡
ラ
セ
給
ハ
ヌ
ニ
、
ヲ
シ
ヲ
ロ
シ
奉
ラ
セ
給
フ

コ
ソ
浅
増
ケ
レ
。

と
あ
る
。
ま
た
、
物
語
は
、
鳥
羽
が
近
衛
崩
御
後
、
次
の
帝
の
選
定
に
あ
た

っ

て
、
美
福
門
院
の
日
入
れ
を
許
し
て
崇
徳
の
血
統
を
皇
位
か
ら
排
除
し
た
、
と

五
巾
之Ｏ
。新

院
、
此
ヲ
リ
ヲ
ヱ
テ
、
「我
身
コ
ソ
位
二
不
レ
被
レ
付
ト
モ
、
重
仁
親
王
ハ
、

今
度
ハ
位

ニ
ハ
遁
ジ
物
ヲ
」
卜
待
ウ
ケ
サ
セ
給
ケ
リ
。
天
下
ノ
諸
人
モ
カ
ク

思
ケ
ル
所

二
、
ヲ
モ
ヒ
ノ
外
ナ
ル
美
福
門
院
ノ
御
計
デ
、
後
白
河
院
ノ
四
宮

ト
テ
ウ
チ
コ
メ
ラ
レ
テ
渡
ラ
セ
給
シ
ヲ
、
位
二
付
奉
セ
給
。

こ
の
よ
う
な
鳥
羽
の
不
公
正
と
も
い
え
る
取
り
扱
い
に
よ
っ
て
位
か
ら
排
除
さ

れ
た
崇
徳
は
不
満
を
募
ら
せ
、
鳥
羽
の
死
後
、
藤
原
頼
長
の
野
心
に
よ
る
教
唆
、

源
為
義

・
為
朝
等
の
武
士
の
参
加
を
経
て
、
帝
位
を
め
ざ
し
て
武
力
蜂
起
を
図

る
こ
と
に
な
る
。
実
際
は
、
帝
位
に
あ
る
後
白
河
の
側
か
ら
の
挑
発
行
為
に
よ

り
、
追

い
詰
め
ら
れ
た
崇
徳
ら
が
蜂
起
し
た
と
い
う
が
、
『保
元
物
語
』
は
、

自
ら
に
正
当
性
が
あ
る
と
信
じ
て
蜂
起
す
る
崇
徳
を
枯
き
、
同
感
を
寄
せ
て
い

フＯ
。『保

元
物
語
』
は
、
帝
位
を
巡
る
蔦
羽
の
恣
意
的
な
選
択
に
批
判
的
で
あ
る
。

保
元
の
乱
は
、
院
と
天
皇
が
皇
位
を
争
う
戦
、
親
子
兄
弟
が
敵
味
方
に
分
か
れ

て
戦
う
戦
、
長
年
戦
聞
と
は
無
縁
で
あ

っ
た
京
の
都
の
中
で
の
戦
、
と
い
う
三

点
に
お
い
て
未
曾
有
の
出
来
事
で
あ

っ
た
。
そ
の
発
端
を
開
い
た
と
い
う
意
味

二

で
、
鳥
羽
は
批
判
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
『保
元
物
語
』
は
、

一
方
で
そ
の
治
世
を

「帝
紀
」
の
様
式
で
括
る
こ
と
で
、
帝
王
鳥
羽
を
賞
賛
す

る
視
点
を
図
ら
ず
も
作
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
鳥
羽
の
帝
紀
は
、
鳥
羽
治
世

下
の
穏
や
か
な
世
の
中
が
戦
闘

へ
と
暗
転
す
る
様
相
を
、
平
和
な
治
世
と
鳥
羽

の
死
の
直
後
に
起
き
た
戦
聞
と
苛
烈
な
処
分
と
の
姑
比
に
お
い
て
描
く
役
割
を

果
た
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
鳥
羽
の
治
世
を
言
祝
ぐ
こ
と
で
鳥

羽
を
古
代
の
聖
帝
に
重
ね
合
わ
る
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鳥
羽
は
、

一
方
で
は
乱
の
遠
因
を
作

っ
た
人
物
と
し
て
、　
一
方
で
は
古
代
の
聖
帝
の
流
れ

を
く
む
帝
王
、
治
世
の
時
間
を
支
配
す
る
王
と
し
て
、
二
つ
の
顔
を
も

っ
て
物

語
に
登
場
す
る
。
後
者
は
官
撰
史
書

・
歴
史
物
語
の
歴
史
語
り
の
枠
組
み
か
ら

所
与
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
時
代
に
お
い
て
、
違
和
感

な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

『承
久
記
』
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
『保
元
物
語
』
に
触
れ
た
の
は
、
保
元

の
乱
も
承
久
の
乱
も
、
ど
ち
ら
も
帝
が
関
わ

っ
た
戦
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

慈
光
寺
本

『承
久
記
』
は
、
冒
頭
、
仏
の
世
界

・
人
の
世
界
を
空
間
と
時
間

の
広
が
り
の
中
で
捉
え
る
独
自
の
世
界
観
を
提
示
し
た
上
で
、

人
王
ノ
始
ヲ
バ
神
武
天
皇
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
葺
不
合
尊
ノ
四
郎
ノ
王
子
ニ
テ

ゾ
マ
シ
マ
ン
ケ
ル
。
其
ヨ
リ
シ
テ
去
ヌ
ル
承
久
三
年

マ
デ
ハ
、
八
十
五
代
ノ

御
門
卜
承
ル
。
其
間
二
国
王
ノ
兵
乱
、
今
度
マ
デ
具
シ
テ
、
已
二
十
二
ケ
度

二
成
。

と
し
て
、神
武
天
皇
即
位
か
ら
承
久
の
乱
に
至
る
ま
で
の
間
の

「国
王
ノ
兵
乱
」

が
十
二
回
あ

っ
た
と
指
摘
し
、
そ
の
兵
乱
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
槻
略
を
述

べ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の

「国
王
ノ
兵
乱
」
で
あ
る
が
、
本
文
中
に
列
挙
さ
れ
た
兵
乱

慈光寺本『承久記』における後鳥羽院と北条義時
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の
数
は
実
際
は
九
度
で
、
数
が
合
わ
な
い
。
ま
た
、
中
に
は
、

四
十
二
代
ノ
国
王
ヲ
バ
、
文
武
天
皇
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
極
テ
心
悪
ク
、
腹
カ

ラ
舎
弟
の
王
胤
共
ヲ
打
失
テ
、
始
テ
大
宝
卜
云
年
号
ヲ
定
メ
下
フ
。

其
後
、
宝
宇
年
中
ニ
ハ
、
嫡
子
ノ
聖
武
天
皇
卜
弟
ノ
親
王
卜
合
戦
ア
リ
。

な
ど
の
よ
う
な
、
実
態
の
知
れ
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
２
ｏ
ま
た
ヽ
攻
め

て
き
た
外
国
の
軍
勢
を
追
い
払

っ
た
ケ
ー
ス
、
外
国
に
侵
攻
し
た
ケ
ー
ス
、
兄

弟
の
間
で
の
皇
位
争
い
、
な
ど
、
描
か
れ
る
兵
乱
の
様
相
も
様
々
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
と
り
と
め
の
な
い
叙
述
で
は
あ

っ
て
も
、
少
な

く
と
も
国
王

（天
皇
）
が
何
ら
か
の
形
で
関
係
し
て
い
た
。
し
か
し
、
最
後
に

「
人
王
八
十
代
高
倉
院
卜
申

ハ
」
の
書
き
出
し
で
描
か
れ
る
源
平
の
争
乱
は
、

「
国
王
ノ
兵
乱
」
と
は
言
い
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

人
王
八
十
代
高
倉
院
卜
申
ハ
、
後
白
温
院
第
三
王
子
。
平
相
国
清
盛
公
ノ

御
娘
中
宮

二
徳
子
御
参
ア
リ
。
後
、
建
礼
門
院
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
其
御
腹

二
王

子

一
人
マ
シ
′
ヽ
ケ
リ
。
安
徳
天
皇
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
三
歳

ニ
テ
即
位
。
外
戚

入
道
大
相
国
、　
一
向
天
下
ヲ
執
行
セ
シ
程
二
、
源
氏
、　
一
向
頭
ヲ
出
ス
輩
ナ

シ
。
雖
レ
然
、
相
国
ノ
運
命
モ
漸
末

二
成
シ
カ
バ
、
嫡
子
小
松
内
大
臣
重
盛

公
モ
亮
ジ
給
フ
間
、
相
国
悪
行
、
日
来
二
超
過
ス
ル
間
、
源
氏
又
依
二
院
宣
一、

前
右
兵
衛
佐
頼
朝

ハ
坂
東
ヨ
リ
打
テ
上
り
、
木
曾
次
郎
義
仲
北
国
ヨ
リ
責
上

テ
、
無
レ
程
平
家

ハ
没
落
ス
。
遂

二
元
暦
二
年
正
月
二
、
頼
朝
舎
弟
蒲
官
者

範
頼

・
九
郎
官
者
義
経
、
讃
岐
屋
島

二
進
発
シ
テ
、
平
家
ヲ
責
落
。
二
月
下

旬

ニ
ハ
平
家
ノ

一
類
悉
壇
ノ
浦
ニ
テ
入
海
ス
。
剰
、
大
将
軍
前
右
大
臣
宗
盛

父
子
三
人
、
其
外
生
捕
数
多
。
宗
盛
父
子
ヲ
為
レ
始
、
皆
々
被
レ
切
給

ニ
ケ

レ
バ
、
無
レ
程
源
氏
ノ
世
ト
ゾ
成

ニ
ケ
ル
。
其
後
、
兵
衛
佐
殿
ハ
鎌
倉
館
ヲ

構
へ
、
鎌
倉
殿
卜
被
レ
仰
給
。

後
白
河
の
院
宣
に
言
及
し
て
い
る
か
ら
、
ま
た
、
安
徳
が
壇
ノ
浦
で
平
家
と
と

も
に
入
水
し
た
か
ら
、
源
平
の
争
乱
を

「国
王
ノ
兵
乱
」
で
あ
る
と
主
張
す
る

の
は
強
弁
に
過
ぎ
よ
う
。
こ
の
叙
述
は
高
倉
の
治
世
か
ら
始
ま
る
が
、
壇
ノ
浦

の
合
戦
で
平
家
が
減
び
、
生
き
残

っ
た
宗
盛
た
ち
が
処
刑
さ
れ
た
後
、
頼
朝
が

鎌
倉
で
権
力
を
握

っ
た
、
と
い
う
。
高
倉
の
存
在
は
平
清
盛
の
娘
徳
子
に
安
徳

を
生
ま
せ
る
た
め
、
安
徳
の
存
在
は
清
盛
に

「外
戚
」
の
地
位
に
よ
り

「
一
向

天
下
ヲ
執
行
」
す
る
権
力
を
与
え
る
も
の
、
そ
の
平
家
を
源
氏
が
討
ち
減
ぼ
し

て

「源
氏
ノ
世
ト
ゾ
成
」

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
慈
光
寺
本

『承
久
記
』
は
、
承

久
の
乱
前
史
と
し
て

「
国
王
ノ
兵
乱
」
を
列
挙
し
て
高
倉
院
の
世
に
至
る
が
、

こ
の
叙
述
に
お
い
て

『承
久
記
』
に
お
け
る

「
国
王
」
の
概
念
は
天
皇
家
限
定

を
離
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
安
徳
の
即
位
に
よ
り

「国
王
」
の
権
力
を
入

手
し
た
の
は
、
外
祖
父
と
な
っ
た
清
盛
、
そ
し
て
平
家
を
討
ち
滅
ば
し
た
頼
朝

が
そ
の
権
力
を
継
承
し
た
、
す
な
わ
ち

「鎌
倉
殿
」
頼
朝
こ
そ
が

「
国
王
」
で

あ
る
と
し
て
、
「
国
王
ノ
兵
乱
」
叙
述
は
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
と
理
解
で

き
る
。
し
た
が
っ
て
、
慈
光
寺
本

『承
久
記
』
に
い
う

「人
王
八
十
代
高
倉
院

卜
申

ハ
己

に
始
ま
る

「
国
王
ノ
兵
乱
」
は
、
源
平
の
争
乱
を
指
し
、
そ
の
結

果

「源
氏
ノ
世
ト
ゾ
成
」

っ
て
、
頼
朝
が
鎌
倉
で
国
王
の
地
位
に
つ
い
た
、
と

述
べ
て
い
る
の
だ
と
理
解
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
都
に
も

「
国
王
」
（
＝
天
皇
）

が
い
て
、
伝
統
的
に
こ
ち
ら
の
王
も
自
分
以
外
の
者
は
皆

「臣
下
」
だ
と
自
ら

の
優
位
を
主
張
し
て
い
る
か
ら
、
『承
久
記
』
に
お
け
る
鎌
倉
の

「
国
王
」
に

関
す
る
叙
述
は
、
「王
」
と

「臣
下
」
の
間
で
揺
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「国
王
ノ
兵
乱
」
列
挙
に
続
い
て
、
『承
久
記
』
は
、

頼
朝
卿
、
度
々
都

二
上
り
、
武
芸
ノ
徳
ヲ
施
シ
、
勲
功
無
レ
比
シ
テ
、
位
正

三
位

二
進
ミ
、
右
近
衛
ノ
大
将
ヲ
経
タ
リ
。
西
ニ
ハ
九
国
二
島
、
東

ニ
ハ
ア

ク
ロ

・
ツ
ガ
ル

・
夷
ガ
島
マ
デ
打
靡
シ
テ
、
威
勢

一
天
下
二
蒙
ラ
ン
メ
、
栄

耀
四
海
ノ
内

二
施
シ
玉
フ
。
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と
、
平
奈
減
亡
後
の
頼
朝
を
叙
述
す
る
が
、
そ
の
姿
は
、
「勲
功
」
に
基
づ
い

て
官
職
に
任
じ
ら
れ
る
姿

（朝
廷
に
仕
え
る
臣
下
の
姿
で
あ
る
）
を
示
し
つ
つ

も
、
「威
勢

一
天
下
二
蒙
ラ
シ
メ
、
栄
耀
四
海
ノ
内

二
施
シ
玉
フ
」
と
い
う
表

現
は
天
皇
の
治
世
を
言
祝
ぐ
言
葉
に
も
似
て
、
頼
朝
が

「打
靡
」
せ
た
天
下
を

王
そ
の
ま
ま
に
支
配
す
る
姿
を
示
し
て
い
る
。
頼
朝
は

「臣
下
」
「
国
王
」
両

様
の
姿
を
見
せ
て
い
る
と
言
え
る
。

頼
朝
が
死
に
、
頼
家
が
死
に
、
実
朝
が
死
ん
で
、
鎌
倉
の
源
氏
将
軍
の
血
統

は
絶
え
た
。
時
に
臨
ん
で
北
条
義
時
は
権
力

へ
の
野
心
を
抱
き
、

朝
ノ
護
源
氏

ハ
失
終
ヌ
。
誰
カ
ハ
日
本
国
ヲ
バ
知
行
ス
ベ
キ
。
義
時

一
人
シ

テ
、
万
方
ヲ
ナ
ビ
カ
シ
、　
一
天
下
ヲ
取
ラ
ン
事
、
誰
カ
ハ
講
フ
ベ
キ
。

と
の
考
え
を
抱
き
、
藤
原

（九
条
）
道
家
の
幼
い
三
男
を
久
期
将
軍
に
申
し
受

け
る
。
「諷
諌

ニ
ハ
伊
予
中
将
実
雅
、
後
見
ニ
ハ
右
京
権
大
夫
義
時
ト
ゾ
定
メ
」

た
と
あ
る
か
ら
、
義
時
は
幼
い
将
軍
の
後
見
と
し
て
、
実
質
的
な
将
軍
の
権
力

を
引
き
継
い
だ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
義
時
に
射
し
て
不
快
の
念
を
抱
い
た
の
が
、
後
鳥
羽
で
あ
る
。

灸

二
、
太
上
天
皇
叡
慮
動
キ
マ
シ
マ
ス
事
ア
リ
。
源
氏
ハ
日
本
国
ヲ
乱
リ
シ

平
家
ヲ
打
平
ラ
ゲ
シ
カ
バ
、
勲
功

二
地
頭
職
ヲ
モ
被
レ
下
シ
ナ
リ
。
義
時
ガ

仕
出
タ
ル
事
モ
無
テ
、
日
本
国
ヲ
心
ノ
儘
二
執
行
シ
テ
、
動
ス
レ
バ
勅
定
ニ

違
背
ス
ル
コ
ソ
奇
怪
ナ
レ
ト
、
思
食
ル
ヽ
叡
慮
積
リ
ニ
ケ
リ
。

と
あ
る
。
後
鳥
羽
の
登
場
で
あ
る
。
後
£
羽
は
物
語
に
登
場
す
る
は
じ
め
か
ら

日
本
国
を
支
配
す
る
帝
王
と
し
て
出
現
し
、
義
時
の
野
心
に
不
快
の
念
を
示
す
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
慈
光
寺
本

『承
久
記
』
に
お
い
て
は
、
後
鳥

羽
の
登
場
に
際
し
て
、
帝
紀
め
い
た
紹
介
が

一
切
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
後
鳥
羽
は
、
「治
世
の
時
間
を
支
配
す
る
」
古
代
的
な
天
皇
と
し
て
は
描

四

出
さ
れ
て
い
な
い
。
後
鳥
羽
の
天
子
と
し
て
の
徳
は
言
及
さ
れ
ず
、
後
鳥
羽
の

治
世
は
言
祝
が
れ
て
い
な
い
。
登
場
の
最
初
か
ら
、
後
鳥
羽
は
帝
位
に
あ
り
、

自
ら
の
王
権
を
理
解
し
て
い
る
、
と
い
う
点
に
お
い
て
は
帝
王
で
あ
る
が
、
そ

の
帝
王
と
し
て
の
資
質
を
疑
わ
れ
て
も
い
た
。

凡
、
御
心
操
コ
ソ
世
間
二
傾
ブ
キ
申
ケ
レ
。
伏
物
、
越
内
、
水
練
、
早
態
、

相
撲
、
笠
懸
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
朝
夕
武
芸
ヲ
事
ト
シ
テ
、
昼
夜

二
兵
具
ヲ
整

ヘ

テ
、
兵
乱
ヲ
巧

マ
シ
ア
ヽ
ケ
リ
。
御
腹
悪
テ
、
少
モ
御
気
色

二
違
者
ヲ
バ
、

親

り
乱
罪

二
行

ハ
ル
。
大
臣

・
公
卿
ノ
宿
所

。
山
荘
ヲ
御
覧
ジ
テ
ハ
、
御

目
留
ル
所
ヲ
バ
召
シ
テ
、
御
所
卜
号
セ
ラ
ル
。
都
ノ
中
ニ
モ
六
所
ア
リ
。
片

井
中
ニ
モ
ア
マ
タ
ア
リ
。
御
遊
ノ
余

ニ
ハ
、
四
方
ノ
白
拍
子
ヲ
召
集
、
結
呑
、

寵
愛
ノ
族
ヲ
バ
、
十
二
殿
ノ
上
、
錦
ノ
菌

二
召
上
セ
テ
、
踏
汚
サ
セ
ラ
レ
ケ

ル
コ
ソ
、
王
法

・
王
威
モ
傾
キ
マ
シ
マ
ス
覧
卜
覚
テ
浅
猿
ケ
レ
。
月
卿
雲
客

相
伝
ノ
所
領
ヲ
バ
優
ゼ
ラ
レ
テ
、
榊
田

・
講
田
十
所
ヲ
五
所

二
倒
シ
合
テ
、

白
拍
子
ニ
コ
ソ
下
シ
タ
ベ
。
古
老

・
神
官

・
寺
僧
等
、
神
田

・
講
田
倒
サ
レ

テ
、
嘆
ク
思
ヤ
積
ケ
ン
、
十
善
君
忽

二
兵
乱
ヲ
起
給
ヒ
、
終

二
流
罪
セ
ラ
レ

玉
ヒ
ケ
ル
コ
ソ
浅
増
ケ
レ
。

そ
の
心
用
い
の
あ
り
よ
う
、
好
む
技
芸
、
日
の
前
の
快
楽
に
流
さ
れ
て
伝
統
を

軽
ん
じ
、
榊
仏
を
粗
忽
に
す
る
態
度
、
い
ず
れ
も
が
伝
統
的
な
帝
と
は
異
な

っ

て
い
て
、
後
鳥
羽
は
帝
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
さ
に
、

「
王
法

・
王
威
モ
傾
キ
マ
シ
マ
ス
覧
卜
覚
テ
浅
猿
ケ
レ
」
な
の
で
あ
る
。
後
鳥

羽
自
身
の
言
動
が
帝
の
権
威
を
失
墜
さ
せ
る
。

ま
た
、
慈
光
寺
本

『承
久
記
』
は
、
後
鳥
羽
の
横
暴
に
よ
り
神
田

・
講
田
を

失

っ
た
榊
官

・
寺
僧
等
の
嘆
き
が
積
も

っ
た
結
果
、
承
久
の
乱
の
敗
北
、
後
鳥

羽
の
流
罪
に
至

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
承
久
の
乱
勃
発
以
前
に
乱
の

結
末
を
見
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
登
場
し
た
時
か
ら
、
後
£
羽
は
帝
工
と
し
て

慈光寺本『承久記』における後鳥羽院と北条義時
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の
資
質
を
疑
わ
れ
て
い
る
。
「十
善
君
忽

二
兵
乱
ヲ
起
給
ヒ
、
終

二
流
罪
セ
ラ

レ
玉
ヒ
ケ
ル
」
と
い
う
承
久
の
乱
の
結
末
こ
そ
、
後
鳥
羽
が
原
因
と
な

っ
て

「王
法

・
王
成
モ
傾
キ
マ
シ
マ
ス
」
出
来
事
の
最
た
る
物
で
は
な
か
っ
た
か
。

軍
記
物
語
に
と

っ
て
、
登
場
人
物
の

一
人

一
人
が
、
ど
の
よ
う
に
決
意
し
て

武
力
蜂
起
し
た
か
、
ま
た
戦
聞
に
身
を
投
じ
て
い
っ
た
か
、
は
主
要
な
テ
ー
マ

の

一
つ
で
あ
る
。
『承
久
記
』
に
お
い
て
も
、
後
鳥
羽
が
武
力
で
義
時
を
除
こ

う
と
決
意
す
る
に
至
る
経
緯
が
叙
述
さ
れ
る
が
、
今
も
廷
べ
た
よ
う
に
、
主
要

登
場
人
物
で
あ
る
二
人
、
北
条
義
時
は
、
源
氏
将
軍
が
絶
え
た
後
に
権
力
の
座

に
ま
ん
ま
と
座

っ
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
し
、
後
鳥
羽
は
帝
と
し
て
の

資
質
を
問
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

続
い
て
、
『承
久
記
』
は
乱
の
直
接
の
き

っ
か
け
を
述
べ
る
。
後
鳥
羽
は
亀

菊
と
い
う
舞
女
を
記
愛
し
て
い
て
、
寵
愛
の
あ
ま
り
に
そ
の
父
を
刑
部
丞
に
任

用
し
た
の
み
な
ら
ず
、
義
時
の
所
領
で
あ

っ
た
摂
津
国
長
江
庄
を
自
分
の
生
存

中
は
亀
菊
に
充
て
行
う
、
と
い
う
院
宣
を
下
し
た
。
結
局
そ
の
こ
と
を
義
時
に

拒
否
さ
れ
た
こ
と
が
、
戦
乱
の
発
端
に
な
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
つ
ま
ら
な

い
こ
と
が
大
き
な
争
乱
の
発
端
に
な
っ
た
も
の
だ
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
長

江
庄
の
地
頭
は

「此
所
ハ
故
右
大
将
家

（頼
朝
）
ヨ
リ
大
夫
殿

（義
時
）
ノ
給

テ
マ
シ
マ
ス
所
ナ
レ
バ
、
宣
旨
ナ
リ
ト
モ
、
大
夫
殿
ノ
御
判
ニ
テ
、
去
マ
ヒ
ラ

セ
ヨ
ト
仰
ノ
ナ
カ
ラ
ン
限
ハ
、
努
々
叶
候
マ
ジ
」
と
し
て
拒
否
、
鳥
羽
は
医
王

左
衛
門
能
茂
を
使
い
に
地
頭
を
追
い
出
そ
う
と
し
た
が
う
ま
く
い
か
ず
、
重
ね

て
院
宣
が
下
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の
文
中
に

「余
所
ハ
百
所
モ
千
所
モ
シ
ラ

バ
シ
レ
、
摂
津
国
長
江
庄
計
ヲ
バ
去
進
ス
ベ
シ
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
。

そ
れ
に
対
し
て
義
時
が
、

「如
何

二
、
十
善
ノ
君
ハ
加
様
ノ
宣
旨
ヲ
バ
被
レ
下
候
ヤ
ラ
ン
。
於
二余
所
・

者
、
百
所
モ
千
所
モ
被
二
召
上

・候
共
、
長
江
庄

ハ
故
右
大
将
ヨ
リ
モ
義
時

ガ
御
恩
ヲ
家
始

二
給
テ
候
所
ナ
レ
バ
、
居
乍
頸
ヲ
被
レ
召
ト
モ
、
努
力
叶
候

マ
ジ
」
ト
テ
、
院
宣
ヲ
三
度
マ
デ
コ
ソ
背
ケ
レ
。

と
い
う
。
後
鳥
羽
は
理
由
無
く
臣
下
の
所
領
を
召
し
上
げ
る
理
不
尽
を
棚
に
上

げ
て
、
院
宣
の
権
威
を
無
視
す
る
義
時
を
許
せ
な
い
。
義
時
は
、
頼
朝
よ
り
最

初
に
賜

っ
た
大
切
な
所
領
で
あ
る
の
で
応
じ
か
ね
る

（そ
も
そ
も
理
不
尽
な
所

領
召
し
上
げ
自
体
が
、
義
時
に
と

っ
て
は
応
じ
か
ね
る
事
柄
で
あ

っ
た
だ
ろ
う

が
）
と
し
て
後
鳥
羽
の
院
宣
を
拒
否
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う

な
両
者
の
言
い
分
の
可
否
以
前
に
、
後
鳥
羽
が

「余
所
ハ
百
所
モ
千
所
モ
シ
ラ

バ
シ
レ
、
摂
津
国
長
江
庄
計
ヲ
バ
去
進
ス
ベ
シ
」
と
い
い
、
義
時
が

「
於
二
余

所

一者
、
百
所
モ
千
所
モ
被
二
召
上
・候
共
、
長
江
庄
ハ
・
‥

・努
力
叶
候
マ
ジ
」

と
応
え
て
い
る
。
両
者
と
も
に
長
江
庄

一
所
の
攻
防
を
焦
点
と
し
て
他
を

一
顧

だ
に
し
な
い
極
端
な
主
張
を
展
開
し
て
、
逆
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「王
」
と
し
て

の
資
質
を
疑
わ
れ
か
ね
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
戦
の
原
因
が
た
だ

一
カ
所

の
所
領
を
巡
る
二
人
の

「王
」
の
意
地
の
張
り
合
い
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象

を
作
り
出
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
３
ｏ

こ
の
後
、
後
鳥
羽
は
、
公
卿
を
集
め
て
義
時
へ
の
処
置
を
諮
る
。
集
ま

っ
た

公
卿
た
ち
の

「只
能
義
時
ヲ
ス
カ
サ
セ
玉
へ
」
と
い
う
穏
当
な
意
見
は
用
い
ず
、

大
極
殿
造
営
の
際
に
坂
東
の
地
頭
が
造
首
費
を
負
担
し
な
か
っ
た
こ
と
を
引
き

合
い
に
し
て

「義
時
ヲ
打
レ
テ
、
日
本
国
ヲ
思
食
儘

二
行

ハ
セ
玉

へ
」
と
述
べ

た
卿
二
位
の
言
葉
に
従

っ
て
、
義
時
討
伐
の
準
備
に

一
歩
を
踏
み
出
す
の
で

あ

っ
た
。

さ
て
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
長
江
庄
の
放
棄
を
求
め
る
院
宣
を
受
け
た

義
時
が
発
し
た
言
葉
に
、
「
如
何

二
、
十
善
ノ
君

ハ
加
様
ノ
宣
旨

フ
バ
被
レ
下
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候
ヤ
ラ
ン
。
。
・
・
」
と
あ

っ
た
。
こ
こ
で
義
時
は
、
後
鳥
羽
の
事
を

「十
善

ノ
君
」
と
呼
ん
で
い
る
。
十
善
と
は
、
仏
教
で
い
う
十
善
成
の
こ
と
で
、
不
殺

生

・
不
楡
盗

・
不
邪
淫

・
不
妄
語

・
不
綺
語

・
不
悪
口

・
不
両
舌

・
不
貪
欲

・

不
膜
患

・
不
邪
見
の
十
種
の
善
で
あ
り
、
帝
は
前
世
に
十
善
を
行
な
っ
た
呆
報

に
よ

っ
て
、
こ
の
世
で
帝
の
位
を
受
け
る
と
い
う
。
「十
菩
ノ
君
」
と
い
う
呼

称
は
、
過
去

・
現
在
の
二
世
に
わ
た
る
因
果
応
報
の
理
に
基
づ
い
て
、
帝
が
帝

で
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
慈
光
寺
本

『承
久
記
』
に
は
、

帝
の
呼
称
と
し
て
、
ま
た
姑
称
と
し
て
、
そ
の

「十
善
ノ
君
」
が
坂
出
す
る
。

す
で
に
引
用
し
た
部
分
に
も

「十
善
君
忽

二
兵
乱
ヲ
起
給
ヒ
、
終

二
流
罪
セ

ラ
レ
玉
ヒ
ケ
ル
コ
ソ
浅
増
ケ
レ
」
と
い
う
も
の
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
今
述
べ
た

よ
う
に
、
義
時
は
、
長
江
庄
を
召
し
上
げ
よ
う
と
す
る
後
鳥
羽
の
院
宣
に
射
し

て

「如
何

二
、
十
善
ノ
君
ハ
加
様
ノ
宣
旨
ヲ
バ
被
レ
下
候
ヤ
ラ
ン
」
と
言

っ
た
。

ま
た
、
後
鳥
羽
に
、
義
時
討
伐
の
段
取
り
を
命
じ
ら
れ
た
藤
原
秀
康
は
、
在

京
の
三
浦
胤
義
を
語
ら
っ
て
、
「
ヤ
、
判
官
殿
、
三
浦
・鎌
倉
振
棄
テ
都

二
上
り
、

十
善
君

二
宮
仕

へ
申
サ
セ
給

へ
。
和
殿
ハ
一
定
心
中
二
思
事

マ
シ
マ
ス
ラ
ン
ト

推
ス
ル
ナ
リ
」
と
胤
義
の
心
中
の
わ
だ
か
ま
り
を
問
う
。
そ
れ
に
応
え
て
胤
義

も
心
中
を
述
べ
て
、

「
胤
義

ハ
先
祖
ノ
三
浦

・
鎌
倉
振
棄
テ
郭

二
上
り
、
十
善
君
二
宮
仕

ヘ
マ
ヒ

ラ
ス
ル
ハ
、
心
中
二
存
事
ノ
候
也
」
と
、
自
分
が
在
京
す
る
理
由
と
し
て
、
鎌

倉
方

へ
の
鬱
屈
し
た
思
い
を
語
り
始
め
る
。

ま
た
、
こ
れ
も
折
節
在
京
し
て
い
た
ば
か
り
に
、
最
初
に
血
祭
り
に
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
伊
賀
光
季

（妹
が
義
時
の
妻
で
あ

っ
た
）
が
、
討
手
の
胤
義

に
向
か
っ
て

「光
季
、
此
程
都

二
候

ヘ
ド
モ
、
十
善
ノ
君
ノ
御
為

二
過
セ
ル
罪

モ
ナ
キ
者
ヲ
、
勅
勘
何
事
故
候
ヤ
ラ
ン
」
と
、
討
伐
の
根
拠
を
問
う
て
い
る
。

さ
ら
に
秀
康
の
前
哨
戦
勝
利
の
報
告
に

「十
善
ノ
君
モ
御
尋
有
ケ
リ
」
、
さ
ら

六

に

「十
菩
ノ
君
ノ
一邑
日
ノ
成
様

ハ
、
「然
卜
云
ヘ
ド
モ
、
哀
、
光
季
ヲ
バ
御
方

ニ
シ
テ
、
イ
ケ
テ
置
、
大
将
軍
ヲ
サ
セ
バ
ヤ
」
ト
ゾ
仰
出
サ
レ
ケ
ル
」
と
光
秀

の
武
勇
を
惜
し
む
発
言
を
し
た
り
し
て
い
る
。

後
£
羽
の
義
時
追
討
の
院
宣
が
鎌
倉
に
到
着
す
る
と
、
忠
義
心
の
厚
い
武
士

た
ち
が
馳
せ
散
ず
る
。
義
時
は
、
挑
発
し
て
彼
ら
を
試
み
る
べ
く

「義
時
ガ
頸

ヲ
バ
、
殿
原
ノ
斬
ベ
キ
ナ
ラ
バ
、
只
今
打
テ
都
へ
上
セ
テ
十
善
ノ
君
ノ
御
見
参

二
入
サ
セ
玉

へ
」
と
言
う
が
、
集
ま

っ
た
武
士
た
ち
は
昔
か
ら
の
主
従
の
誓
い

を
守
り
、
「大
夫
殿
コ
ソ
大
臣
殿
ヨ
、
大
臣
殿
コ
ソ
大
夫
殿
ヨ
」
と
、
義
時
を

右
大
臣
実
朝
と
同

一
視
、
源
氏
の
後
継
と
認
め
て
結
束
を
図
る
。

彼
ら
は
後
鳥
羽
の
院
宣

へ
の
返
答
を
相
談
す
る
が
、
中
務
兼
定
が
提
唱
す
る

柔
で
は

「十
善
ノ
君
、
是
ヤ
此
数
賦
物
、　
一
年
二
三
度
三
度
、
献
上
面
目
候
覧
。

此
上
何
ノ
御
不
足
ア
リ
テ
カ
、
加
様
ノ
宣
旨

ハ
下
サ
レ
候
覧
」
と
始
ま
る
。
二

位
の
尼
の
嘆
き
が
気
の
毒
な
の
で
、
東
山
道

・
東
海
道

・
北
陸
道
を
経
て
武
士

を

「進
上
」
す
る
の
で
、
西
国
の
武
士
と
合
戦
さ
せ
、
そ
の
有
様
を
叡
覧
あ
れ
、

と
返
事
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
東
国
か
ら
の
返
答
は
、
形
を
変
え
て
、
計
三
度
繰
り
返
さ
れ
る
。

義
時
よ
り
院
使
押
松

へ
の
伝
言
に
お
い
て
、
義
時
は
押
松
に
、
「都

二
上
り
、

十
善
ノ
君
二
申
上
ン
様

ハ
ヨ
ナ
、
「
是
ヤ
此
数
ノ
染
物
巻
入
丈
、
銀
金
、
夷
ガ

隠
羽
、
交
馬
上
馬
、　
一
年

二
三
度
三
度
マ
ヒ
ラ
セ
候
。
面
ロ
ニ
テ
候
ラ
ン
。
此

上

二
何
ノ
不
足
有
テ
カ
、
義
時
勘
気

二
預
候
ラ
ン
と

と
告
げ
た
。
さ
ら
に
、

武
士
を
召
し
て
お
い
で
だ
と
い
う
の
で
、
東
国
の
武
士
を
十
九
万
騎
進
上
す
る

の
で
、
西
国
の
武
士
と
戦
わ
せ
て
御
集
の
間
か
ら
御
覧
あ
れ
、
そ
れ
で
も
不
足

な
ら

「義
時
モ
十
万
騎
ヲ
引
具
馳
上
り
、
手
ノ
際
戦
仕
テ
十
善
ノ
君
ノ
御
見
参

二
罷
入
ン
ト
申
ツ
」
と
言
え
、
と
命
じ
た
。
ま
た
、
都
に
帰
り
着
い
た
押
松
は
、

義
時
の
首
を
持
ち
帰

っ
た
に
違
い
な
い
と
期
待
す
る
人
々
に
射
し
て
、
「権
大
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夫
ガ

「十
善
ノ
君
二
申
セ
」
卜
候
ツ
ル
ハ
」
と
し
て
、
同
様
の
言
葉
を
繰
り
返

し
て
い
る
。

ほ
か
に
も
、
慈
光
寺
本

『承
久
記
』
は
、
各
所
で
後
鳥
羽
の
こ
と
を

「十
善

ノ
君
」
と
呼
ん
で
い
る
。
帝
を

「十
善
ノ
君
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
決
し
て
不
適

切
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
通
常
は
、
主
語
が
省
略
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は

「君
」
「上
」
「院
」
な
ど
が
使
わ
れ
る
の
が
普
通
で
、
こ
れ
ほ
ど

「十
善
ノ
君
」

が
多
用
さ
れ
る
の
は
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
次
の
場
面
で
あ
る
。
後
鳥
羽
が
義
時
討
伐
を

決
意
し
、
秀
康
が
義
胤
を
語
ら
っ
た
後
、
城
南
寺
で
の
仏
事
を
守
護
す
る
名
目

で
甲
冑
を
帯
し
た
武
士
を
招
集
、
さ
ら
に
後
鳥
羽
の
御
所
、
高
陽
院
に
集
ま

っ

た
人
々
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
、
今
に
も
開
戦
と
い
う
時
に
あ
た
っ
て
、
陰
陽

頭
泰
忠

・
雅
楽
頭
泰
基
が
企
て
の
成
否
を
占

っ
て
言
う
。
「此
事
、
当
時

ハ
不

快

二
見
候
。
今
度
ハ
思
食
止
テ
、
年
号
替
ラ
レ
テ
、
十
月
上
旬
二
思
食
立
ナ
ラ

バ
、
成
就
仕
テ
平
安
ナ
ル
ベ
シ
」
時
期
が
不
適
切
な
の
で
、
今
は
思
い
と
ど
ま

り
、
年
号
を
変
え
時
期
も
半
年
ほ
ど
遅
ら
せ
る
な
ら
、
成
就
す
る
で
あ
ろ
う
と

い
う
の
で
あ
る
。
思
い
煩
う
院
に
対
し
て
、
卿
二
位
は
、
遅
ら
せ
る
こ
と
の
危

険
を
指
摘
し
て
、
す
ぐ
に
実
行
す
る
よ
う
勧
め
た
。
卿
二
位
は
そ
の
際
、

「十
善
ノ
君
の
御
呆
報

二
義
時
ガ
呆
報
ハ
対
揚
ス
ベ
キ
事
カ
ハ
」

と
述
べ
て
い
る
。
卿
二
位
の
論
理
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
帝
は
前
世
に
十
善
を

行
な

っ
た
果
報
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
で
帝
位
を
受
け
る
と
い
う
。
後
鳥
羽
を
帝

位
に
つ
け
た
前
世
の

「十
善
の
功
」
は
、
義
時
の
前
世
の
功
と
は
比
べ
よ
う
が

な
い
ほ
ど
優
れ
て
い
る
。
後
£
羽
が
帝
位
に
つ
い
た
の
が
そ
の
証
拠
で
あ
る
。

前
世
の
功
と
現
世
の
果
は
因
果
応
報
の
理
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
帝
位
に
つ
く
ほ
ど
に
優
れ
た
後
鳥
羽
の
前
世
の
功
と
、
義
時
ご
と
き

の
貧
弱
な
前
世
の
功
を
比
べ
れ
ば
、
前
者
が
圧
倒
的
に
勝

っ
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
世
の
中
は
因
果
応
報
な
の
だ
か
ら
、
圧
倒
的
に
よ
い

「因
」
を
も
つ
後
鳥

羽
は
、
現
世
に
お
い
て
も
義
時
よ
り
よ
い

「果
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

だ
。
し
た
が
っ
て
戦
の
結
果
は
後
鳥
羽
の
勝
利
に
終
わ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

卿
二
位
の
理
屈
も
空
し
く
、
戦
は
後
鳥
羽
方
が
敗
れ
て
、
鎌
倉
方
の
勝
利
に

終
わ

っ
た
。
義
時
の
嫡
男
泰
時
が
六
波
羅
に
入
る
。
泰
時
は
ま
ず
乱
後
処
理
に

当
た
る
べ
く
、
義
時
の
指
示
を
仰
ぐ
。
塁
俣
等
の
渡
河
作
戦
で
の
味
方
の
死
者

や
勧
賞
を
求
め
る
人
々
へ
の
恩
賞
。
次
の
帝

・
院
の
選
定
。
後
鳥
羽
の
当
面
の

幽
閉
先
。
後
鳥
羽
の
皇
子
た
ち
や
公
卿

・
殿
上
人
の
取
り
扱
い
。
そ
の
よ
う
な

処
理
に
つ
い
て
指
示
を
求
め
る
泰
時
の
書
状
を
見
て
、
義
時
は
次
の
よ
う
に
言

ハヽ′′。
「
是
見
給

へ
、
和
殿
原
。
今

ハ
義
時
思
フ
事
ナ
シ
。
義
時
ノ
果
報

ハ
王
ノ

呆
報

ニ
ハ
猶
マ
サ
リ
マ
イ
ラ
セ
タ
リ
ケ
レ
。
義
時
ガ
昔
ノ
報
行
、
今

一
足
ラ

ズ
シ
テ
、
下
脳
ノ
報
卜
生
レ
タ
リ
ケ
ル
」

義
時
は
勝
利
を

「果
報
」
の
問
題
と
捉
え
る
。
自
分
の
呆
報
が
後
鳥
羽
の
呆
報

よ
り
勝

っ
て
い
た
、
勝

っ
て
い
た
か
ら
勝
利
を
掴
む
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
い

う
。
義
時
の
前
世
に
帝
の

「十
善
」
に
勝
る
功
が
あ

っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
。

し
か
し
、
帝
に
勝
つ
ほ
ど
の
果
報
で
あ

っ
て
も
、
義
時
の
前
世
の
功
は
完
壁
で

は
な
い
。　
一
つ
足
ら
な
い
の
で
、
義
時
は

「下
脳
ノ
報
卜
生
レ
」
た
、
と
い
う
。

義
時
の
前
世
の
功
が
帝
の
前
世
の
そ
れ
に
勝
り

（
＝
帝
に
勝
利
し
た
）
、
か
つ

劣
る

（
＝
そ
の
た
め
帝
と
し
て
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
）
と
い
う
の
は
論
理
矛
盾

で
あ
る
が
、
こ
の
発
言
が

「十
善
ノ
君
」
と
い
う
帝
を
表
す
言
葉
を
相
対
化
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
慈
光
寺
本

『承
久
記
』
で
後
鳥
羽
を
指

し
て
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
た

「十
菩
ノ
君
」
と
い
う
表
現
だ
が
、
言
葉
通
り
に

は
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
後
鳥
羽
は

「十
善
ノ
君
」
と
呼
ば
な
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け
れ
ば
帝
に
な
れ
な
い
帝
、
前
世
の
果
報
だ
け
で
帝
と
な

っ
た
帝
と
し
て
表
現

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
、
慈
光
寺
本

『承
久
記
』
に
お
い
て
、

冒
頭
か
ら
後
鳥
羽
は
帝
王
の
権
威
を
失
墜
さ
せ
る
帝
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の

だ

つ
た
。

同
じ

「国
王
ノ
兵
乱
」
で
あ

っ
て
も
、
『保
元
物
語
』
の
描
く
の
は

「国
争
い
」

で
あ

っ
た
。
争
わ
れ
た
の
は
帝
王
の
地
位
で
あ
り
、
そ
の
地
位
は
、
天
子
の
徳

が
あ
ま
ね
く
国
内
を
照
ら
し
豊
穣
を
も
た
ら
す
古
代
の
帝
王
の
あ
り
か
た
を
継

承
す
る
も
の
で
あ
る
。
『保
元
物
語
』
に
お
い
て
、乱
の
遠
因
を
作

っ
た
鳥
羽
は
、

そ
れ
で
も
治
世
を
言
祝
が
れ
る
。
皇
位
を
争

っ
た
崇
徳
も
、
後
白
河
も
、
皇
位

を
得
て
何
か
自
分
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。
皇
位
の
継
承
の
あ
る
べ
き
姿
を
求
め
て
争

っ
た
と
い
え
る
。

承
久
の
乱
も
、
承
久
記
が

「
国
王
ノ
兵
乱
」
今
」
の
場
合
は
、
王
と
王
の
戦
い
）

と
認
め
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う

「
国
王
」
は
そ
の
存

在
だ
け
で
国
に
豊
穣
を
も
た
ら
す
古
代
の
帝
王
の
姿
で
は
な
い
。
戦
の
き

っ
か

け
は
所
領
、
後
鳥
羽
が
求
め
た
の
は
、
義
時
を
除
い
て

「
日
本
国
ヲ
思
食
儘
ニ

行
」
こ
と
で
あ

っ
た
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
後
鳥
羽
は
帝
王
の
権
威
を
失

墜
さ
せ
る
帝
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
そ
の
後
£
羽
の
権
威
を
補
う
言
葉
と
し

て
、
後
鳥
羽
の
前
世
の
呆
報
を
想
起
さ
せ
る

「十
菩
ノ
君
」
が
用
い
ら
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
結
局
は
後
鳥
羽

・
義
時
と
い
う
二
人
の
王
が

果
報
を
争

っ
た
戦
と
し
て
、
承
久
の
乱
を
位
置
づ
け
る
結
果
と
な

っ
た
の
で
あ

２や
。

本
文
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『保
元
物
語

。
平
治
物
語

・
承
久
記
』
（岩
波
書
店

一
九
九
二
・七
）
に
よ
る
。
『保
元
物
語
』
は
半
井
本
、
『承
久
記
』
は
慈
光
寺
本
で

あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
国
エ
ノ
兵
乱
」
の
叙
述
は
、
そ
れ
が
あ
つ
た
と
い
う
事
実
を
提
示

す
る
に
と
ど
ま
る
、
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
（佐
倉
由
泰
　
『
軍
記
物
語
の
機
構
』

二
〇

一
一
二
一　
汲
古
書
院
）

佐
倉
氏
は
、
慈
光
寺
本

『承
久
記
』
を

「恣
意
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
論
じ
、
後
鳥
羽
と

義
時
の
対
立
も
、
恣
意
と
恣
意
と
の
偶
発
的
な
衝
突
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
も
の
と
し
て

描
い
て
い
る
と
し
て
い
る
。
（佐
倉
氏
　
任ヽ
２
書
）
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